
（令和４年度広島県公民館等活性化モデル事業） 

館
名 

福山市服部交流館 

事
業
名 

はっとり GENKI プロジェクト“Smile Time” 

趣
旨 

○子供たちの自主性を育み、多世代の人と関わる中で、人間関係形成能力の習

得 

○交流館活動や地域活動に関心を高め、子供たち及び地域住民の交流館への

親近感の醸成 

○多世代間で交流することによる、価値観を認め合える環境づくり 

特
徴 

○小学校５年生～高校３年生までの、地域を盛り上げていくことに関心があ

る子どもたちが参加している。 

○参加メンバーで話し合いにより、企画・運営を行う。 

事
業
の
様
子 

 

 

 

 

 

 

年度初めには、全体でミー

ティングを行い、今年度の

活動の方向性などについて

共有した。 

 

 

 

 

 

 

その後もミーティングを重

ね、自分たちも参加者も楽

しめるようにという思いを

共有しながら出店準備をし

た。 

 

 

 

 

 

 

交流館での活動のみなら

ず、地域団体の行事にコラ

ボさせてもらうことも増え

てきた。 

活
動
実
績 

【実施期日】 

 令和４年 

５月 20 日（金）ミーティング（今年度の計画） 

６月４日（土）ほたるの夕べにて（おいでカフェオープン） 

６月９日（木）ミーティング（おばけやしきに向けて） 

７月 14 日（木）おばけやしきリハーサル見学ツアー 

７月 29 日（金）ミーティング（おばけやしきに向けて） 

８月８日（月）ミーティング（おばけやしきに向けて） 

８月 28 日（日）おばけやしき 

→新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期 

９月 15 日（木）ミーティング（ハロウィンパーティーに向けて） 

10 月 20 日（木）ハロウィンパーティー（おいでカフェオープン） 

11 月 23 日（水）福山駅前広場再編実証実験にておいでカフェ出店 

→雨天のため中止 

10 月 23 日（日）消防団出発式のお手伝い（おいでカフェオープン） 

12 月 26 日（月）ミーティング 

（福山城豆まきイベント、なぞときウォーキング大会に向けて） 



活
動
実
績 

令和５年 

１月６日（金）ミーティング 

（福山城豆まきイベント、なぞときウォーキング大会に向けて） 

２月５日（日）福山城豆まきイベントに参加 

２月 19 日（日）ウォーキング大会  →雨天のため中止 

３月 28 日（火）ミーティング（今年度の振り返りと来年度に向けて） 

活
動
実
績 

【実施場所】 
服部交流館（グラウンド、会議室、実習室） 
広島県立歴史博物館 
福山城 

【連携機関・団体】 
駅家北学区服部まちづくり推進委員会（服部地域町内会連合会、明るいまち
づくり服部地域委員会、服部地域福祉を高める会、服部地域老人会連合会、

服部地域女性会、服部地域体育会、服部地域人権啓発推進委員会、服部地域
土木常設委員、服部地域公衆衛生推進委員会、民生児童委員会、駅家北学区
服部自主防災組織、駅家北小学校、服部地域子ども育成連絡協議会、服部南
保育所、駅家北学区服部行政職員の会、服部の自然を守る会、服部地域防火
防災協会、服部地域消防後援会、服部消防団、明るいまちづくり中央委員、
青少年補導委員、服部文化芸能保存会、服部交流館運営委員会、服部ピッカ
リ会援隊） 

【対象者及び参加者数】 
子供 15 名、大人 13 名 

【事業費】 
61,226 円 
（内訳：旅費 18,430 円、需要費 40,657 円，役務費 2,139 円） 

成
果
と
課
題 

【成果】 

〇企画・運営の段階からイベントに意欲的に参加することで、達成感ややり

がいを感じることができた。 

〇地域の大きな行事に運営側として参加することで、地域や人との関わりが

生まれ、幅広い年齢層の人たちとふれあうことができた。 

〇子どもたちの活動をたくさんの方に見てもらい喜んでもらえた。また、子

どもたちの活動を通じて地域の大人たちが元気をもらい、そのことが活動

への支援という形で返ってくるという好循環が生まれてきている。 

〇結成から４年が経ちグループの活動が認知されてきたことで、地域の方が

協力してくださったり、地域団体の行事にコラボさせてもらったりという

ことが増えてきた。その他にも地域外から声をかけてもらうこともあり、地

域外での活動を経験することで新しい刺激をもらうことができている。 



成
果
と
課
題 

【課題】 

○子どもたちの中でも活動に対する思いに差があり、そのためチームワーク

を築いていくうえで難しい場面がある。これからは子どもたちのチームワ

ーク強化にも力を入れたい。負担感を感じず誰もが楽しみながらまちづく

りに参加できるように、子どもたちの思いを出し合える場の必要性を感じ

る。 

○役割分担に課題を感じる。一人ひとりが得意なことや持ち味を生かせるよ

う、事前にしっかりと話し合いをする必要がある。 

【今後に向けて】 

○今は子どもたちがメインの活動だが、これからさらに参加者の幅を広げた

い。今まで以上に地域を巻き込んで多世代が楽しめるような企画を子ども

たちを中心に進めていきたい。 

連
絡
先 

福山市服部交流館 
〒720-2524 福山市駅家町助元 70 
電話：084-978-0810  
E-mail: hattori-krk@city.fukuyama.hiroshima.jp 

 


